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コロナ禍の食とメディア
第２部 討論 産地・外食・家庭の食卓

食生活ジャーナリストの会 公開シンポジウム



料理通信社は何を伝えたか？

Web 「The Cuisine Press」 では
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料理通信社は何を伝えたか？

Web 「The Cuisine Press」 では
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料理通信社は何を伝えたか？

料理通信社のSNS では
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料理通信社は何を伝えたか？

料理通信社のSNS では



雑誌 『料理通信』 では
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『料理通信』2020年７・８月合併号 『料理通信』2020年９・10月合併号 『料理通信』2020年11・12月合併号 『料理通信』2021年１月号

料理通信社は何を伝えたか？



緊急事態宣言下の三ツ星「石かわ」の取り組み
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料理通信社は何を伝えたか？



緊急事態宣言下のガストロノミーレストラン 「シンシア」の取り組み
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料理通信社は何を伝えたか？



世界各地の飲食業界レポート
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料理通信社は何を伝えたか？



飲食業の見直し・再編集への動き
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料理通信社は何を伝えたか？



ベテランたちの対処と思索
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料理通信社は何を伝えたか？



コロナ禍の飲食業界

飲食業の脆弱さ
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■潜在的・体質的課題

✔ 開業ハードルの低さ ⇒ 店数が多すぎる
✔ 低収益性 ⇒ 内部留保の乏しさ
✔ 低賃金で長時間労働 ⇒ ブラックな働き方
■非常時に表出する課題

✔ 経済商品の価格下落 ⇒ 食材の価値≠食材の価格
✔ ナショナルチェーンvs個人店 ⇒ 店と客を結び付けるものは何か
✔ 飲食従事者の政治参加の必要性 ⇒ 業界を守る力を個人が持つ



コロナ禍の飲食業界

withコロナ ７割経済の飲食業態
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Ａ 多機能化 [リスク分散型]
✔ 料理のテイクアウト、宅配
✔ 物販、食品・食材のプロダクト化
✔ ＥＣ、オンライン料理教室
✔ 業務内容を細分化・再構築

Ｂ 無店舗化 [ゴースト型・シェア型]
✔ 無店舗デリバリー
✔ フードトラック



コロナ禍の飲食業界

withコロナ ７割経済の飲食業態 テイクアウト、プロダクト化
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コロナ禍の飲食業界

withコロナ ７割経済の飲食業態 オンライン活用
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コロナ禍の飲食業界

withコロナ ７割経済の飲食業態 無店舗、フードトラック
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【 小 売 り 】 ・非対面型ワインショップ 「オンラインソムリエ byフジマル」をLINEで立ち上げ
・「ピックアップワインサービス」
オンラインで購入したワインを取引先飲食店のテイクアウトと一緒に受け取れる。

【 問 屋 】
【 配 送 業 】 ・軽貨物運送業の免許取得

・保冷車２台をキッチンカーに改造、飲食店営業（自動車営業）許可取得。
車内に小型シンク、鉄板焼台（＋ガスボンベ）、冷蔵BOX、排水･給水タンクを装備。

（総経費６万円）。
【 輸 出 入 】
【 飲 食 業 】
【 食品加工】 ・冷凍食品製造免許を取得

・東心斎橋店の3階（12坪）を冷凍食品工場「フジマル工房」に改装
（総工費700万円）。➡ 産地の食材ロス軽減の手段としても活用。

【 農 業 】 ・農業法人を設立
ブドウ以外にタマネギやニンニクなど野菜も栽培。
➡生産部門の拡大によりスタッフの雇用維持も。

【ワイン醸造】
【ワイン講師】

「ワインショップ」
+ ８店舗

「飲食店」
「ワイナリー」２軒
「ブドウ栽培」

コロナ禍の飲食業界

業務内容を細分化・再構築 「FUJIMARU」の場合

人との接触の少ない
業務を拡充。
感染拡大の影響を
受けにくい体質に。



NEW NORMAL時代の食材生産と流通

経済優先の価格設定を見直す
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今、魚の価格が暴落していると言われますが、そ
れは高級魚に限った話で、むしろ今の価格が妥
当だと思っています。10年前に戻ったともいえます
ね。ここ数年は、海外や東京、京都、大阪など
強い消費地の買い付け人たちが価格を吊り上げ
ていたのです。高い価格で買い取れば、確かに漁
師は喜びます。でも、大都市ならその価格で通
用しても、地元の飲食店は手を出せない。地元
のお客さんや料理人にこそ良い魚を届けたいと思
っているので、妥当な価格にこだわって買い付け
てきました。
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井さんは、「出荷を1,2カ月遅らせるのは全然問
題ないから大丈夫」と言ってくださいました。
短角牛やあか牛のように、放牧や粗飼料で育て
ると、出荷のタイミングの幅が長くとれるという側面
があります。牛の生態に添った飼い方をしている
から、肥育期間が多少延びても、牛が健康を損
なったり、肉質が下がったりしにくいんですね。
地域資源で育てる畜産のあり方が、改めて見直
される機会だなと思いました。

NEW NORMAL時代の食材生産と流通

経済優先の価格設定を見直す
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NEW NORMAL時代の食材生産と流通

経済優先の価格設定を見直す
「コロナ・ショック」と呼ばれる３月中旬の株価大暴落のあおりを受けて、カ
カオの国際価格――ロンドンとＮＹの先物市場で決まります――は３月
後半から下落しました。トン当たり約2800ドルが約2100ドルになりました
から、ほぼ25％の落ち込みです。

先物取引には、カカオを扱う商社やメーカーだけ
でなく、投機目的の金融プレイヤーもいます。後
者すなわちカカオは要らないけれど利益目的で売
買だけする人たちが、株価大暴落を受けて一気
に売りに転じたことが、カカオの国際価格の下落を
引き起こしました。
カカオの価格が下がって困るのは生産者です。カ
カオを使うわけではない投資家の動向が生産者
の生活に影響を与えるという構造にはジレンマを
感じざるを得ません。
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NEW NORMAL時代の食材生産と流通

生産者からの提言
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